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第 1 章：はじめに 
 
中国においては、「一人っ子政策」によって子どもによる介護機能が低下し、家族のみで

親の介護を全面的に担うことができなくなっている。このような背景のもと、中国政府は上

海市、青島市、広州市などの都市で介護保険制度のパイロット事業を始めた。 
 高齢者が要介護状態になった場合、どのような介護形態を選択するかについては、在宅介

護を希望する要因として、年齢が高い、教育レベルが低い、世帯員数が多い、世帯の収入満

足度が低い、要介護度が高いことが影響していることが明らかにされている。しかし、一人

っ子世代の親を研究対象にし、在宅か施設かという選択肢以外の介護形態にも着目し、その

選択に影響する要因を解明した研究はない。 

本研究では、一人っ子世代の親を研究対象とし、在宅については「家で主に家族」「家で

主に介護サービスを利用する」、さらに「施設入居」の 3 類型の介護形態の選択に影響する

要因を解明することを目的とした。 
 
 
第 2 章 研究方法 

 

2.1&2.2 調査対象と調査方法 

上海市に居住する 50 歳以上の一人っ子の親とし、研究者の個人的なネットワークを活用し

て対象者を抽出した。調査方法はウェヴ調査であった。回答者は計 197 名であった。 

 

2.3  分析項目 

1) 介護形態の選択 

要介護状態になった場合を想定し、介護形態として「家族から介護を受ける（家族介護）」

「家で主に介護サービスを利用する(介護サービス)」「施設入居（施設）」のいずれの類型

を選択したいかという回答に基づき、介護形態の選択意向を評価した。 

2) 親の介護経験 

 ①介護した親の介護形態、②要介護度、③週平均の介護時間数、④介護期間、⑤介護サー

ビスの利用実態、⑥利用した介護サービスの質の評価、⑦介護を通して大変困ったこと、⑧

介護を通して大変得られたもの、⑨介護経験が自身の介護形態の選択意向に与える影響の自

己評価、を測定した。 

3) 介護に関する意識 

 介護に関する意識については、①介護サービスの利用意向、②子どもが親を施設に入れる

ことへの態度、③親孝行の形式への期待、④子どもへの介護期待で構成した。介護サービス

の利用意向は、親の介護経験で測定した介護サービス内容と同じ 7 種類のサービスを用いて

測定した。 

4) 調整変数 

  ①年齢、②最終学歴、③経済的な暮らし向き、④養老保険の有無、⑤慢性疾患の有無、⑥

健康度の自己評価、⑦上海市の介護政策についての認識、を測定した。 

 

2.4 統計解析 

介護経験の影響については、介護経験のあり、分析項目に欠損値がない 137 名を、介護に

関する意識の影響については、分析項目に欠損値がない 191 名を対象に分析した。まず、介

護形態の選択と、親の介護経験および介護に関する意識に関する項目の 2 項目間の関連につ

いては、t 検定、カイ 2 乗検定で評価した。次に、他の要因の影響を考慮した上でも親の介護

経験、介護に関する意識の各項目の独自影響を評価するため、多項ロジスティック回帰分析

を行った。分析の際には、「主に家族から介護を受ける」を基準カテゴリとした。統計処理

は IBM SPSS Statistics 30 を用いた。 
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2.5 倫理的配慮 

本研究は桜美林大学倫理審査委員会で承認されている（承認番号：24027）。 

 

第 3 章 研究結果 

 

3.1 t 検定、カイ 2乗検定分析の結果 

3.1.1 親の介護経験との関連 

①介護した親の日常生活動作の障害程度と②介護によって得られた満足感が介護形態の選

択に有意な影響があり、①については「介護サービス」群と「施設」群では「家族介護」群

に比べ、障害の程度が有意に重い、②については「サービス」群は「家族介護」群に比べ親

へ恩返しができたという満足感が有意に高いという結果であった。 

3.1.2 介護に関する意識 

①利用意向のある介護サービスの種類数、②子どもが親を施設に入れることへの態度、③

親孝行の形式への期待、④子どもへの介護期待が介護形態の選択に有意な影響があった。す

なわち、①については、「サービス」群は「家族介護」群に比べ、利用意向のあるサービス

の数が有意に多かった。②については、「サービス」群と「施設」群では「家族介護」群に

比べ、子どもが親を施設に入れることに対し「最も現実的な解決案かもしれない」と考えている傾向

が有意に高かった。③については、「施設」群は「家族介護」群に比べ、子どもに生活の面倒

を見てくれるという期待が有意に低かった。④については、「施設」群は「家族介護」群に

比べ、老後は主に子どもに介護してもらうとの期待が有意に低かった。 

 

3.2 多項ロジスティック回帰分析の結果 

親の介護経験については、「サービス」群と「施設」群では「家族介護」群と比較して、

有意な影響する項目はなかった。介護に関する意識については、「サービス」群では「家族

介護」群と比べ、子どもに介護してもらうという考えが有意に低かった。 

 

第 4 章 考察 

 介護経験の介護形態の選択への影響が有意でなかった理由には、次の 2 つが考えられる。

第 1 に、多くの先行研究では一人っ子世代の親の特徴として「独立養老」の意識が強いこと

が明らかにされており、そのような意識が強く影響した結果として、介護経験の介護形態の

選択に与える影響が弱まった可能性がある。第 2 は、対象者の居住場所では社区医療衛生サ

ービス（基礎的な医療サービス）が十分に保障されている地域であることから、それを活用

できる場合、家族介護と介護サービス、施設のいずれを利用しても介護問題に大きな差がな

くなることが予想されることから、介護経験の介護形態の選択に与える影響が弱まった可能

性がある。 
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